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六

価

ク

ロ

ム

、

フ

ッ

素

化

合

物

に

つ

い

て

と

、 
 

河
川
で

の
検

出
さ

れ
た
件

、
今

後
の
河

川
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
に

つ
い

て
お

伺
い
し

ま
す

。 

ま
ず
本

年
４

月
１

日
に
水

道
水

は
、
水

質
基

準
項

目
に
つ

い
て

、
六

価
ク
ロ

ム
の

基
準
値

が
厳
し

く
な

る
と
と

も
に

、
主

要
な
有

機
フ

ッ
素
化

合
物
で

あ
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
と

、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ

の
二

つ
が
追

加
さ
れ

ま
し

た
。 ①

始
め

に
、

六
価

ク
ロ
ム

に
つ

い
て
県

内
河

川
で

検
出
さ

れ
て

い
る

の
か
、

お
伺

い
し
ま

す
。 

《
答
弁
》 

六
価
ク

ロ
ム

に
つ

い
て
は

、
水

質
汚
濁

防
止

法
に

基
づ
き

県
内

の
２

５
河
川

に
お

い
て
測

定
し
て

お
り

、

Ｈ
２
２

年
度

か
ら

現
在
ま

で
の

過
去
１

０
年
間

で
は

、

す
べ
て

不
検

出
で

し
た
。 

 

②
次
に

Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ

と
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ａ
で
す

が
、

Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と

、
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ａ
は
、

水
も

油
も
は

じ
く
フ

ッ
素

皮
膜
な

ど
と

し
て

広
い
用

途
が

あ
り
ま

す
が
、

水
の

中
で
半

永
久

的
に

分
解
し

な
い

た
め
、

水
質
汚

染
の
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問
題
が

あ
り

ま
す

。 
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
は

、「
ス

ト

ッ
ク
ホ
ル

ム

条
約
」
で

、
２

０
０
９

年
５

月
に

使
用
制

限
の

対
象
物

質
に
登

録
さ

れ
、
国

内
で

は
「

化
審
法

」
に

て
２
０

１
２
年

４
月

以
降
は

、
特

定
の

用
途
を

除
き

、
製
造

・
輸
入

・
使

用
等
が

禁
止

さ
れ

て
い
る

と
聞

い
て
い

ま
す
。 

 

ま

た

Ｐ

Ｆ

Ｏ

Ａ

は

、

２

０

１

８

年

４

月

か

ら

の 

Ｐ
Ｏ
Ｐ

ｓ
条

約
第

９
回
締

約
国

会
議
に

お
い
て

、
特

定
の
用

途
を

除
き

廃
絶
す

る
こ

と
が
決

定
さ
れ

て
お

り
ま
す

。 

 

県

の
Ｈ
Ｐ

で
は

こ
の
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ｓ
と

、
Ｐ
Ｆ

Ｏ

Ａ
の 

二
つ
は

、
Ｈ

２
６

、
Ｈ
２

７
年

で
調
査

さ
れ
た

こ
と

が
確
認

で
き

ま
す

が
、
清

流
で

あ
り
、

汚
染
源

が
見

え
な
い

、
桂

川
の

伏
流
水

、
そ

し
て
人

口
密
集

地
で

の
甲
府

市
街

地
河

川
で
の

検
出

を
確
認

さ
れ
て

い
ま

す
。
そ

こ
で

お
聞

き
し
ま

す
。 

 

③

Ｈ
２
６

、
Ｈ

２
７
年

デ
ー

タ
ー

は
確
認

で

き
ま

し
た
、

こ
れ

以
降

で
の
推

移
に

つ
い
て

の
調
査

と
し

て
、
桂

川
伏

流
水

、
甲
府

市
市

街
地
河

川
で
の

Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と

、
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ａ
検
査

は
行

っ
て
い

ま
す
か

。
行
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っ
て
い

れ
ば

推
移

と
、
数

値
現

状
で
の

測
定
値

を
お

示
し
下

さ
い

。 

《
答
弁
》 

○ 

平

成
２
７

年
以

降
、

桂
川
伏

流
水

、
甲

府

市

市
街
地

河
川

で
は

調
査
を

行
っ

て
お
り

ま
せ
ん

。 

○ 

行

っ
て
い

な
い

理
由

で
す
が

、
ご

質
問

の

調

査
は
、

県
衛

生
環

境
研
究

所
に

お
い
て

本
県
の

現
状

把
握
の

た
め

行
っ

た
も
の

で
す

が
、
当

該
調
査

に
お

い
て
、

県
全

域
の

検
出
濃

度
は

、
そ
れ

ま
で
の

全
国

的
な
検

出
濃

度
に

比
べ
て

低
く

、
健
康

へ
の
影

響
は

無
い
と

考
え

ら
れ

る
も
の

で
あ

る
と
い

う
こ
と

が
わ

か
り
ま

し
た

。 

○ 

濃

度
が
低

い
と

い
う

現
状
把

握
が

で
き

た

た

め
、
平

成
２

７
年

以
降
は

調
査

を
行
っ

て
お
り

ま
せ

ん
。 

  
 

④

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
及

び
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ

の
濃

度
は

低

い
と

の
こ
と

で
す

が
、

検
出
さ

れ
て

い
る
実

態
が
あ

り
ま

す
。
特

定
の

用
途

を
除
き

、
製

造
・
輸

入
・
使

用
等

が
禁
止

さ
れ

て
い

る
も
の

で
あ

れ
ば
、

発
生
元

に
つ
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い
て
の

調
査

は
行

わ
れ
な

い
と

、
安
全

性
の
確

保
や

安
心
の

担
保

が
で

き
な
い

と
思

わ
れ
ま

す
が
如

何
で

し
ょ
う

か
。 

《
答
弁
》 

○ 

発

生
源
の

調
査

に
つ

き
ま
し

て
は

、
環

境

省

が
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ｓ
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
の

対
応
の

手
引
き

を
示

し
て
お

り
、

こ
の

手
引
き

で
、

暫
定
基

準
値
を

超
過

し
た
場

合
に

実
施

す
る
こ

と
と

さ
れ
て

お
り
ま

す
。 

 

○ 

そ
の

暫
定

基
準
値

に
つ

き
ま
し

て
は
、

今
年

の
５
月

に
、

環
境

省
が
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ

の
合

計
値
と

し
て

１
リ

ッ
ト
ル

当
た

り
５
０

ｎ
ｇ
に

設
定

し
て
い

ま
す

。 

 

○ 

本
県

内
に

お
け
る

、
こ
れ

ま
で

の
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ

、

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
検

出
濃

度
で
す

が
、

県
で
は

、
県
内

２
０

の
河
川

、
富

士
五

湖
、
１

６
の

井
戸
、

ま
た
、

国
に

お
い
て

は
、

３
つ

の
河
川

、
２

つ
の
井

戸
で
測

定
し

て
お
り

ま
す

が
、

最
大
で

Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
の

合
計
値

が
１

リ
ッ

ト
ル
あ

た
り

８
．
２

ｎ
ｇ

で
あ
り

、

暫
定
指

針
値

の
５

０
ｎ
ｇ

の
６

分
の
１

程
度
と

な
っ

て
い
ま

す
。 
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○ 

こ
の

た
め

、
県
内

の
状

況
は
、

比
較
的

安
全

な
状
況

で
あ

る
と

考
え
て

い
ま

す
が
、

今
後
、

暫
定

基
準
値

の
超

過
が

確
認
さ

れ
た

場
合
は

、
手
引

き
に

従
い
、

発
生

源
の

究
明
と

濃
度

低
減
対

策
に
努

め
て

参
り
ま

す
。 

  

当

該
の
Ｐ

Ｆ
Ｏ

Ｓ
と
、

Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ

二
つ
の

追

加
さ

れ
た
有

機
フ

ッ
素

化
合
物

は
、

近
年
で

は
、
国

内
の

水
道
水

で
も

、
原

水
お
よ

び
浄

水
か
ら

検
出
さ

れ
て

い
る
状

況
が

続
い

て
お
り

、
東

京
や
、

沖
縄
な

ど
で

は
高
濃

度
で

検
出

さ
れ
て

い
ま

す
。 

令
和
２

年
４

月
１

日
よ
り

、
水

道
水
質

に
関

す
る

基

準

等

に

お

け

る

位

置

づ

け

が

、
「

要

検

討

項

目

」 

か
ら
「

水
質

管
理

目
標
設

定
項

目
」
に

変
更
さ

れ
、 

 

「
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ

及
び

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
の

合
算
値

で
５
０

ｎ
ｇ

／
Ｌ
以

下
」

と
す

る
暫
定

目
標

値
が
適

用
さ
れ

、
国

か
ら
通

知
さ

れ
ま

し
た
。 

使
用
量

の
多

い
、

県
都
甲

府
市

浄
水
で

も
過

去
か

ら
本
件

項
目

の
水

質
調
査

は
さ

れ
て
お

り
、
本

年
は

８
月
に

検
査

、
国

に
従
い

検
査

項
目
と

す
る
こ

と
を
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確
認
し

て
い

ま
す

。
過

去

の
濃
度

は
低

濃
度

で
す
が

、

状
況
が

変
化

す
る

場
合
も

あ
る

の
で
、

水
質
管

理
の

重
要
性

か
ら

検
出

状
況
を

確
認

し
て
い

く
必
要

が
あ

り
ま
す

。
そ

こ
で

質
問
し

ま
す

。 

⑤
下
流

域
で

の
浄

水
取
水

や
、

海
洋
へ

の
環

境
影

響
を
考

慮
す

れ
ば

、
河
川

上
流

県
と
し

て
、
省

令
一

部

改

正

を

受

け

、

六

価

ク

ロ

ム

、

Ｐ

Ｆ

Ｏ

Ｓ

、 
 

 
 

Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
以

外
の

有
機
フ

ッ
素

化
合
物

も
含
め

て
、

引
き
続

き
の

河
川

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
は
必

要
と
考

え
ま

す
が
、

当
局

の
ご

所
見
を

お
伺

い
致
し

ま
す
。 

《
答
弁
》 

○ 

ま

ず
、
六

価
ク

ロ
ム

に
つ
き

ま
し

て
は

、

環

境
基
本

法
に

基
づ

く
環
境

基
準

項
目
と

し
て
、

水
質

汚
濁
防

止
法

に
基

づ
き
、

こ
れ

ま
で
も

、
県
内

の
２

５
の
河

川
と

富
士

五
湖
で

測
定

し
て
き

て
お
り

、
引

き
続
き

、
測

定
し

て
参
り

た
い
と

考
え

て
お

り
ま
す

。 

○ 

次
に

P
F

O
S

及
び

P
F

O
A

に

つ
い

て
は

、
本

年
５
月

に
環

境
省

が
、
直

ち
に

環
境
基

準
項
目

と
は

せ
ず
、

情
報

を
収

集
す
る

項
目

で
あ
る

「
要
監

視
項

目
」
に

指
定

し
ま

し
た
。 
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こ
の
た

め
、

水
質

汚
濁
防

止
法

に
基
づ

き
毎

年
策

定
し
て

い
る

水
質

測
定
計

画
の

来
年
度

計
画
に

入
れ

込
み
、
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
し

て
い
く

よ
う

検
討

し
ま
す

。 

○ 

ま

た
、P

F
O

S

及
び

P
F

O
A

以
外

の
有

機
フ

ッ
素
化

合
物

に
つ

い
て
は

、
環

境
基
本

法
や
水

質
汚

濁
防
止

法
等

に
お

け
る
位

置
づ

け
は
あ

り
ま
せ

ん
の

で
、
環

境
省

や
水

道
に
係

る
厚

生
労
働

省
の
検

討
状

況
な
ど

を
注

視
し

、
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
の

必
要
性

を
検

討
し
て

参
り

ま
す

。 


